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策定した行動計画にっいて、令和

事業所名:FindJ即飢株式会社

代表者名:代表取締役社長西山高志

所在地:東京都千代田区神田錦町二丁目2番

地 1 脚DA SQU肌E H 階 Wework 内

担当者氏名:芹沢秀慧

電話番号:・03-6823-0958

メールアドレス: kanri@find-j即飢.CO.jp

8年度の達成状況を下記のとおり報告します。

次世代育成支援対策の実施により達成しようとする目標

男性育児休業取得者数を50%DLヒ

達成目標及び対策の実施内容

'

次世代育成支援対策の内容として定めた事項(複数可)

・管理職に対し、育児休業制度に関する啓発活動を実施

し、職場全体での理解促進を図った

・社内ツールを活用し、男性社員向けの育児休業制度や

相談窓口について定期的な周知を実施した。

・休業者へのフォローアップおよぴ復職支援体制を整

備した。

令和 8年4月20日
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次世代育成支援対策の実施により達成しようとする目標

月閲の時間外労働時間を一人当たり20時間以内

将来的な対象者の発生に備え、管理職を対象とした育児休業制度に

関する啓発活動を先行して実施し、組織全体で取得を後押しする土

壌を整備した。具体的には、社内ツールを用いた制度概要の定期配

信や専用相談窓口を設置し、社員がいつでも必要な情報を得られる

「セルフ解決型」のインフラを構築済みである。現時点では該当す

る対象者はいないものの、休業中のフォローアップ手順や復職支援

のフローを明確化したことで、今後対象者が発生した際に、本人お

よび部署双方が迷うことなく速やかに制度を利用できる「即応体佑山

を完了させている。

次世代育成支援対策の内容として定めた事項(複数可)

・毎月個人別の残業時間を集計し、部門長へフィード

バック。残業理由の聞き取りと業務見直しの働きかけ

を行った。

・就業規EUの改訂・見直しを実施した 0

・在宅動務とフレックスタイム制度の利用を促進(利

用率90%目標)し、柔軟な働き方を導入した。

・週1回「ノー残業デー」を設定し実施を開始した。

目標の達成状況

個人別の残業時問を毎月集計し、各部門長へ詳細なフィードバック

を行う体制を運用している。残業が多い社員に対しては上長による

直接の聞き取りを行い、業務配分の見直しや属人化の解消といった

抜本的な働きかけを継続した。加えて、2026年1月より在宅勤務お

よびフレックスタイム制度の利用促進(利用率 90%目標)や、週 1

回の「ノー残業デー」を導入したことで、時閻当たりの生産性を意

識した働き方が浸透しつつぁる。その結果、全社平均の残業時間は

抑制傾向にあり、目標達成に向けた基盤力瀦立きれてぃる
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次世代育成支援対策の実施により達成しようとする目標

年次有給休暇の取得促進(年10日以上の取得)

次世代育成支援対策の内容として定めた事項(複数可)

.毎年6月と12月に全社員の有給休暇取得状況をとり

まとめ、見える化を行った。

.取得日数の少ない社員およびその上司に対し、個別

の面談を実施。具体的な取得計画の策定と取得の増加

を促した。

※達成目標として定めた事項が3項目以上になり記入欄が不足する場合は、表をコビーしてお使
いください。(割印は不要です。)
※目標の達成状況を客観的に確認できる書類を本報告書に測寸してください。.〆"
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各年6月および12月における全社員の取得状況調査を徹底し、取得

が進んでぃない社員とその上司に対して個別面談を実施した。この

面談では、単なる取得の催促に留まらず、具体的な業務調整やバツ

クァップ体制の再構築を「個別面談シート」を用いて合意するプロ

セスを導入した。特に「あと 1~2日」で目標に達するネ士員(8日

9日取得者)に対しても、具体的な休暇取得日の設定を促すなど、き

め細やかなフォローアップを行った結果、全社員が年10日以上の有

給休暇を取得できる環境が着実に整備されている
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